
 
平成 22 年 2 月 5 日 

各      位 
会 社 名  株式会社ヤマウ 
代表者名  代表取締役社長 権藤 勇夫 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード 5284） 
問合せ先  
役職・氏名 常務取締役管理本部長 
          中村 健一郎 
電話 092－872－3301 

平成 22 年 3 月期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月15日付当社「平成21年3月期決算短信」において発表いたしました平成

22年3月期 (平成21年4月1日～平成22年3月31日)の業績予想及び期末配当予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．平成 22 年 3 月期 通期連結業績予想の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1 株当たり当期純利益

前回予想（Ａ）  

13,452 254 188

 

153 

円  銭

31.10

今回修正（Ｂ） 13,500 360 300 160 32.64

増減額（Ｂ－Ａ） 48 106 112 7 － 

増 減 率 0.4％ 41.7％ 59.6％ 4.6％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 3 月期） 

13,328 △133 △133 △254 △56.51

 

２．平成 22 年 3 月期 通期個別業績予想の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1 株当たり当期純利益

前回予想（Ａ）  

11,236 210 160

 

147 

円  銭

29.67

今回修正（Ｂ） 11,350 300 250 150 30.42

増減額（Ｂ－Ａ） 114 90 90 3 － 

増 減 率 1.0％ 42.9％ 56.3％ 2.0％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 3 月期） 

11,774 △138 △155 △303 △67.43

 

３．修正理由 

通期の業績につきましては、前自民党政権による経済対策の一時的な効果を受注に結びつけたことや、

徹底したコスト削減及び生産性の向上による収益性の改善の取組みが奏功し、前回予想を上回る見通しと

なりました。なお、営業利益は連結で3億60百万円（前回予想より1億6百万円の改善）、個別で3億円（前

回予想より90百万円の改善）、経常利益は連結で3億円（前回予想より1億12百万円の改善）、個別で2億

50百万円（前回予想より90百万円の改善）となる見込みであります。
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３．配当予想修正 

上記に伴い、当初１株当たりの期末配当金を1円00銭(年間配当金1円00銭)と発表しておりましたが、今

回２円00銭(年間配当金２円00銭)と修正させていただきます。 

 

 １株当たり配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計

前回予想 

（平成 21年 5 月 15 日発表） 

円  銭

― 

円  銭

― 

円  銭

― 

円  銭 

1.00 

円  銭

1.00

今回修正予想 ― ― ― 2.00 2.00

当期実績 ― 0.00 ― － － 

前期（平成 21 年 3月期）実績 ― 0.00 ― 0.00 0.00

 

 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて判断したものであり、今後様々

な要因の変化により実際の業績とは異なる場合があります。 
 

以    上 
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